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３ 地域資源活用方策調査及び検討（「下北かるた」の有効活用策の提案の事例検討） 
１）新しい観光モデルコースの提案（下北かるたラリー） 
① 実施計画 

ⅰ）実施体制 
  主催：むつ青年会議所 担当者：三国 渉（前理事長） 
     青森県（下北地域県民局地域連携部地域支援室） 担当者：富谷 正行 
     国土交通省東北地方整備局 
ⅱ）実施目的 
・地域の自然・文化・歴史等の地域資源が集約されている４４枚の「下北かるた」を活用した地域
活性化へむけて、①下北かるた巡りモデルツアー・マップの作成、②下北かるた巡りモデルツア
ーの実証実験の実施、にモデル的に取り組む。 
ⅲ）実施方法・内容（案） 
①下北かるた巡りモデルツアー・マップの作成 
・４４枚ある「下北かるた」に関係する観光拠点をつなぐモデル的なツアーコースを設定し、下北
かるた巡りモデルツアー・マップを作成する。 

・「下北かるた巡りモデルツアー・マップ（平成19年度調査用）」を作成し、首都圏から訪れている
大学生が参加する「下北かるた体験ツアー」（２月１８～２０日）で活用・評価してもらう。 
②下北かるた巡りモデルツアーの実証実験の実施 
・下北かるた巡りモデルツアーから、モデル的に８箇所を抽出・設定し、その場所に、『下北かるた
の絵札等を活用した看板』を実験的に設置し、首都圏から訪れている大学生が参加する「下北か
るた体験ツアー」（２月１８日のみ？）で体験してもらい、その有効性について評価してもらう。 
ⅳ）調査対象者 
①下北かるた巡りモデルツアー・マップの作成 
・下北を訪れている首都圏大学生 
②下北かるた巡りモデルツアーの実証実験の実施 
・下北を訪れている首都圏大学生 
ⅴ）実施スケジュール（案） 
     １月26日（土曜日） 第１回全体会議（各種準備・１週間） 
     １月30日（水曜日） 協定原案送付（県民局→ＪＣ、東北地方整備局） 
                協定検討開始（ＪＣ、東北地方整備局の２者間？、県民局は？） 
     １月31日（木曜日） 看板設置に関する設置場所現地調査（ＪＣ、県民局） 
     ２月初旬（４日の週） モデルツアー・マップ＆実証実験（枠組）確定 
                モデルツアー・マップ（平成19年度）作成開始 
                看板（８基）の製作開始 
     ２月15日（金曜日） マップ（平成19年度）完成（予定） 
     ２月18～20日    「下北かるた体験ツアー」（首都圏大学生参加、20部） 
     ２月22日（金曜日） 【セミナー】下北地域魅力再発見セミナー開催（200部） 
     ２月下旬～３月上旬 【意見交換会】意見交換会（３箇所）開催（200部） 
     ３月16日～     【大学生】発表会（シンポジウム）：首都圏（200部） 
     ３月中旬      看板（８基）の完成・設置 
     ３月下旬      成果とりまとめ 
ⅵ）その他 
① 広報・案内 
・首都圏大学生への案内 
② 必要作業と担当者 
・企画 
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・モデルツアー・マップ（平成19年度）作成 
・『下北かるたの絵札等を活用した看板』製作・設置の条件（３者協定の締結や土木設置基準の確認
など）整理 
・『下北かるたの絵札等を活用した看板』は、８基を製作・設置 
・「下北かるた体験ツアー」（２月１８～２０日）の資料作成・実施～別途事業 
・当日事務局～進行、記録（写真撮影、議事録音等） 
・成果品のとりまとめ 
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② 「下北かるたラリー（仮称）」企画書（Ａ３二つ折り） 
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③下北かるたマップ 

 
【第一校（おもて）】 
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【第一校（うら）】 
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【最終校（おもて）】 
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【最終校（うら】 
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④下北かるた看板の仮設置 
ⅰ）図面（その１） 

 
※報告書における縮尺は正しくない 
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ⅱ）図面（その２） 
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ⅲ）構造計算書 
（１／９） 
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（２／９） 
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（３／９） 
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（４／９） 
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（５／９） 
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（６／９） 
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（７／９） 
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（８／９） 
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（９／９） 
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ⅳ）工事費明細書 
（１／５） 
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（２／５） 
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（３／５） 
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（４／５） 
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（５／５） 
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ⅴ）土地使用貸借契約書（東通村） 
（１／５） 
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（２／５） 
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（３／５） 
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（４／５） 
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（５／５） 
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ⅵ）土地使用貸借契約書（大間町） 
（１／５） 

 



                  資料 3 -  33

（２／５） 
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（３／５） 
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（４／５） 
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（５／５） 
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ⅶ）下北かるた看板（仮称）の維持管理業務に関する覚書 
（１／２１） 
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（２／２１） 
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（３／２１） 
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（４／２１） 
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（５／２１） 

 



                  資料 3 -  42

（６／２１） 
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（７／２１） 
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（８／２１） 
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（９／２１） 
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（１０／２１） 
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（１１／２１） 
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（１２／２１） 
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（１３／２１） 
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（１４／２１） 
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（１５／２１） 
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（１６／２１） 
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（１７／２１） 
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（１８／２１） 
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（１９／２１） 
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（２０／２１） 

 



                  資料 3 -  57

（２１／２１） 
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ⅷ）設置イメージ 
（お・か・し・た） 
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（ふ・へ・ほ・り） 
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（き） 
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ⅸ）実証実験 
 
下見１ 
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下見２ 
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下見３ 
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ⅹ）設置後 
 

（井上靖文学碑；下風呂） 
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（尻屋崎） 
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（川内川大滝） 
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（薬研温泉；大畑漁港） 
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（おしまこ盆踊り；かさまい館） 
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（脇野沢 鯛島） 
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⑤下北かるたラリーの実施結果 

 
 
 
 
 「下北かるた」の普及と観光資源として活用するために「下北かるたラリー（以下、かるた
ラリー）」用の看板を設置し、ラリーマップを作成した。そして、実際にかるたラリーを首都
圏在住者（大学生：11名）に体験してもらい、観光という視点からかるたラリーの可能性につ
いて評価をおこなった。その結果は、下記のとおりである。 
 
○かるたラリー体験参加者 
・ 法政大学社会学部（4名）、同現代福祉学部（3名） 
・ 立正大学地球環境科学部（3名） 
・ 高崎経済大学経済学部（1名） 
・ 引率兼運転手 2名 
 
○体験ラリー実施概要 
・ 2008年 2月 18日（月）9:00スタート 18:30ゴール 
・ コース：プラザホテルむつ（宿泊先）～むつ来さまい館～尻屋（アタカ放牧地）～大畑漁
港～（大畑・イカスミラーメン：昼食）～下風呂（井上靖記念碑）～大間崎～仏ヶ浦～川内
渓谷（大滝）～鯛島（脇野沢）～プラザホテルむつ 
・ レンタカー2台で移動 
 
○質問項目 
 体験してもらった大学生には、下記の質問に答えてもらった。それにより、かるたラリーの
観光資源としての可能性の評価をおこなった。 
 
１．今回の「かるたラリー」について、よかった点を具体的にお書きください。 
２．今回の「かるたラリー」について、改善点を具体的にお書きください。 
３．「かるたラリー」の観光資源としての可能性について、具体的にお書きください。 
４．「かるたラリー」の今後の展開として、半日コースや 1 日コース、季節毎のコースなどを
考えています。なにか良いアイデアがありましたらお書きください。 
５．今後のラリーマップは有料販売にして、お土産や食事に使えるクーポン券の様なものを付
けたいと考えています。有料販売となったマップを利用しますか？また、利用したいと思わせ
る工夫があればお書きください。 
６．その他、「かるたラリー」について何かありましたらお書きください。 
 
以下、質問項目に従って、検討する。 
 

「下北かるた」ラリーの可能性について 「下北かるたラリー」の観光資源としての可能性について 
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質問１ 今回の「かるたラリー」について、よかった点を具体的にお書きください 
  
・ 自分でガイドブックなどで調べなくても、ラリーによって下北の名所がわかる。 
・ 下北半島の広さを実感できた。 
・ 下北の自然や寒さを直に体感出来た事です。ガイドブックなんかで見るより、とても自然
に近くて広い土地だなと思いました。 
・ 看板によってその場所を詳しく知りながら,下北半島の名所を周る事ができたこと 
・ 下北かるたをなぞりながらなのですでに知っている人には『あの札の場所かぁ』と楽しみ
ながら回れる 
・ 下北半島の観光スポットが一目で分かり、旅行者の手助けとなるものであった。 
・ 下北の観光地にどんな所があるのか知ることができました。 
・ 下北の観光スポットを網羅できた 
・ 『下北かるた』にある場所に実際に行けたという点ではよかったです。「かるたラリー」に
よって、下北地域を広範に見ることができました。 
・ かるたラリーを行うことで下北かるたを知り下北半島についての知識が身につく。 
・ ラリーマップの裏面でかるたの札が一覧できるのは下北かるたを理解する上で効果的だと
感じた。半島内全てをフィールドとしたラリーはおもしろい。 
・ かるたの絵と実際の景色が同じであったこと。 
・ 景色が美しかったこと。（個人的には尻屋崎と鯛島が良かった。） 
・ 下北半島を一周したという達成感があること。 
  
 かるたラリーの評価については、下北の名所が一通りわかること、下北半島の大きさを体感
できるなど、好評であったといえる。また、「下北かるた」の内容を知っているため、より理
解が深まったものと思われる。 
 
 
質問２ 今回の「かるたラリー」について、改善点を具体的にお書きください。 
 
・ あの環境(沿道にも特に何もない、ポイント間の移動距離が長い)でトイレが閉鎖しているの
はいただけない。 
・ 車酔いをしやすい人にとっては楽しめない。 
・ 道路などにも下北かるたを実感できる素材が所々ないと楽しめない。 
・ 食事もラリーの一環にできるとなおよい。 
・ 移動時間が長い。 
・ まだ数が少ないというのももちろんありますが、やはり一つ一つが離れすぎだと思います。 
・ また山道を結構通ったので、観光客には行きづらい場所もあるのではないかと感じました。 
・ 名所に行ってもその看板しかないと寂しいのでお土産屋さんなどがあると観光客としては
ありがたい 
・ 行った事が証明出来たり思い出に残るように,スタンプを押せるなどの工夫がほしい 
・ 今回は車で回ることができたが,やはり交通には問題があると感じた。いざ自分たちで回る
としたら困ると思う。周遊バスを運行するなどの改善が必要ではないだろうか。 
・ 大畑漁港や仏ヶ浦などを下北の観光スポットとしてあげることはできますが、そこで何を
するのか、または何ができるのかと言う疑問が生じました。 
・ 札を立てている事をもっとアピールしてほしい 
・ 広域地図だけで「かるたラリー」を行うのは難しいと思います。 
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・ ラリーするのにおいて各地への移動が大変である。特に仏が浦や龍神の滝への道は冬は特
に険しく雪道に慣れていない人のために道路整備をする必要がある 
・ かるたラリーを巡っても利益がない。巡るための足が乏しい。大畑漁港の設置場所が分か
りにくい。冬期は全制覇できない。今後、設置数が増加した場合、設置地点の拡大図を載せ
るスペースが必要。大まかなバス停の表示が地図上にあると良いのでは。 
・ 各ポイントにおいて飲食店や土産物屋がもっと充実していた方が良い。せっかく到達して
も少し寂しいという印象があった。その静けさを生かす・残すとしても、もう少し観光客が
楽しめる工夫が必要であると思う。また、かるたを覚えていない、存在を知っているだけの
観光客にとっては、かるたのポイントに行くことの喜びや楽しみを感じることができるのか
が疑問である。そのため、「かるたラリー」という名称をアレンジし、下北 100 景めぐり、
美食めぐり、半島を網羅できる（一日で、（半日で）下北が全部わかる！）といったような、
「かるたに取り上げられた場所」以外の価値があるというニュアンスを取り入れてはどうで
あろうか。「かるたラリー」という響きだけでは何のためにラリーするのかよく分からない。
スタンプラリーのようにありきたりで、魅力を感じない。「かるたに取り上げられた場所」
以外にどのような価値を見出すかは、今後の下北ブランド展開の趣向に依存すると思うので、
単に店を増やすなどの対策が適しているのかは分からないが、今のままで、かるたのためだ
けにかなりの距離を回ることは面白みにかける。「かるたで知る下北の絶景」「かるたラリ
ー～下北のうまいものめぐり」「かるたで行く！寒立馬に出会う、綺麗な海と（ホタテ？）、
静かな夜景」…など、かるたラリーによって何が分かるのか、できるのか、を明確に PRす
る必要があると思う。名前を変えるだけでも趣旨が様々に展開できると思う。 
  
 改善点として多かったのが、ラリーをする際の移動手段の問題である。「車酔い」「観光客に
は行きづらい」「自分たちで回ろうとしたら困る」などがあげられた。また、冬場のレンタカ
ーなどでの移動には疑問の声もあった。 
 次に、設備や施設の問題点が挙げられる。冬季閉鎖のトイレが多かったこともその要因であ
るが、「土産物屋が看板の周りにないと寂しい」など、せっかく回ったのだからその到達感が
ほしいという意見が見られた。スタンプラリーにするとよいとの提案もあった。 
 また、単に「ラリー」といってもその目的がわからないという意見もあった。ポイント間の
距離の遠さもあり、テーマを設けた方が回りやすいし PRにつながるという意見が出された。 
 



                  資料 3 -  73

 
質問３ 「かるたラリー」の観光資源としての可能性について、具体的にお書きください。 
  
・ 認知度を高めれば下北を効率良く回るための有効な手段となりうると思う。例えば観光ガ
イド(るるぶ等)誌上で紹介してもらうなど。 
・ 食事もラリーの一環にできるとよい。 
・ 移動中も楽しめる何かが欲しい。（BGMなど？） 
・ 目的地に行って見て、ハイ終了だとさみしいので、その場所に精通している人の話を下北
案内人として、少しの間でも聞ければ良いと思う。（５分くらい…） 
・ かるたラリーは観光資源というよりはまず地元の子供達に活用してもらった方が良いよう
に思います。 
・ 来た人にとっては観光資源になりますが、人を呼ぶための観光資源として活用するにはか
なり大々的なＰＲ活動が必要だと感じました。 
・ 質問２のように（お土産物屋・スタンプなど）改善されると観光資源としての可能性があ
るのではないかと思う 
・ 下北地域に住んでいるなど普段から下北カルタに親しんでいる方には十分,観光資源となる
だろうが,それ以外の人たちには難しいかもしれない。 
・ 今回は地元民でいらっしゃる宇野さんが解説付きで案内してくださったのでより下北につ
いて知れましたが、初めて訪れる人たちだけでカルタラリーをしてどこまで楽しめるのかわ
かりません。カルタラリーで全ヶ所回るのもいいと思いますが、テーマ毎にわけたラリーに
しても良いと思います。（例えば、文豪や映画監督など著名人を訪ねるコースなど） 
・ 札がある場所いけば下北の観光地を回れるようになっているのでそれを観光客が周知して
いれば気軽に訪れる事ができ、観光の活性化につながる可能性がある 
・ 『下北かるた』は観光地を網羅しています。また、観光地を説明するものとしての機能も
持っています。私は「かるたラリー」をするためだけに、下北半島まで行かないと思います。
しかし、下北半島に行ったとしたら観光の付随的なものとして「かるたラリー」を行うかも
しれません。なぜなら、「かるたラリー」の看板が今後設置されると思われる場所は観光地
に隣接しているところが多いからです。 
・ 「かるたラリー」の付加価値を明らかにすることができれば、観光資源としての可能性は
あると思います。 
・ 現時点では看板もすべて建っておらず、自分から下北を知りたいと思う人意外は興味を示
すのか疑問である。しかし誰もが回りやすい環境をつくれば気軽に寄ってくれる可能性があ
ると思う。 
・ やはり、ラリーといえばスタンプがあると到達した証明になり、終わってからも楽しめる
ので欲しい。何ヶ所か制覇することで何か特典があるとラリーをしたいと思う。 
・ 質問 2 と同じ。ラリーすることによる「良いこと」を増やす、押し出すことで、十分楽し
い半島めぐりになりうると思う。 
  
 観光資源の可能性として、食事との組み合わせ、スタンプラリー、テーマ設定などの必要性
があるとの指摘があった。また、積極的な PRが不可欠との意見もあった。 
 また、ただ回るだけではなく、地元の人とのふれあいや説明など、何かしらの地元との交流
が含まれた方がいいという意見や、かるたラリーの付加価値を高める必要があるとの意見が見
られた。 
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質問４ 「かるたラリー」の今後の展開として、半日コースや 1日コース、季節毎のコースな
どを考えています。なにか良いアイデアがありましたらお書きください。 

 
・ とりあえず、冬道での 1日強行ツアーは厳しいものがある。 
・ 全土をいっきにまわるよりも、何パターンか用意して、選べて体験も出来るとなおよいと
思う。 
・ 時間がない人にとっては、半日コースもいいと思うが、１日コースでは、日没の時間を配
慮して、仏ヶ浦で夕日を見られるように廻るとか、季節によって計算してラリーを組めば良
いと思う。 
・ 目的地それぞれ季節や時間によって違う顔を持っていると思うので、それを考慮した上で、
目的地が一番美しく見られる時間を選んでラリーを製作すれば良いと思う。という事で、時
間を指定してオススメのコースを提案する形でかるたマップを作ればよいと思う。 
・ かるたを美味しい名所や大自然に触れられる名所などの分類に分け,そのテーマにそったコ
ース 
・ スタンプを設置し,スタンプラリーの要素を導入する。 
・ スタンプラリー形式にして、集めた個数により地元ならではお土産品(ヨーグルトやホタテ
の貝柱、ヒバ製品など)を景品としてもらえるという特典をつけても良いと思いました。 
・ 冬だからこそかんだちめが面白く、夏だからこそ大畑のイカがうまいなど季節性があるが、
季節ごとに場所の表情が違うのがまた面白いわけで、特にないです 
・ 既存の定期観光バスに「かるたラリー」を組み込み、定期観光バスに乗ると必然的に「か
るたラリー」の一部になるようにしてはどうでしょうか。「かるたラリー」が定期観光バス
のツアー名として時刻表にも掲載されれば、一定の PR効果が見込まれるのではないでしょ
うか。 
・ また、「かるたラリー」のための「フリーエリア券」などを設定し、エリア内の指定された
温泉であれば入湯が無料になるなどといった企画はどうでしょうか。 
・ 他に観光の分類として、下北かるたの中で特産品巡り、絶景巡りなど分類してやれたら観
光客側も自分の好きな分野について下北を知ってもらえるのではないでしょうか 
 コース①全制覇←いろは順、その逆も 
 コース②冬期は行けない或いは行きにくい地点のみ周遊（夏期） 
 コース③例えば、3・5・10 などの様にある一定の数字の数だけ巡る（一日や半日でも廻
れる。逆に二、三日かけて廻ることもできる。） 
 コース④下北ゆかりの人物、自然、文化・芸能等のテーマを決め、それに関する所を巡る。 
 コース⑤海岸沿いのみ、大間と尻屋の両岬周辺のみなどの地理的特徴を利用 
・ コースことに有効期限を付けるのもいいのでは（例：全制覇コースは 1 年以内に制覇しな
くてはならない） 
・ 一日は少し長いが、朝から夕焼けまで堪能できるという点で時間を有効に活用できれば、
一日使う価値がある。問題は移動中に飽きないかどうかと回るポイントの数ではないか。 
(1)ポイントに季節ごとに何か変わっていくものを設置する。 
(2)夕焼けが綺麗に見えるスポットの紹介は魅力的。Ex）昼から夕焼けの半日コース… 
(3)かるたの札に沿ったお土産をつくる。Ex）鯛島を見ながら鯛焼きを食べる・全種類コン
プリートしたくなるようなもの。 
  
 今回の体験は、日程の都合もあり 1日で全てのポイントを回る強行軍であったため、ラリー
コースについていくつかのパターンを用意すべきとの意見が見られた。また、季節ごとのおす
すめコースなどの設定もあって良いのではないかという意見もあった。 
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 スタンプラリーにして、回った箇所に応じた記念品をプレゼントしたらどうか、定期観光バ
スのコースに組み入れたらどうか、フリー券を作って温泉入浴が無料になる、といったかるた
ラリーの付加価値付けの提案が見られた。 
 
質問５ 今後のラリーマップは有料販売にして、お土産や食事に使えるクーポン券の様なもの
を付けたいと考えています。有料販売となったマップを利用しますか？また、利用したいと思
わせる工夫があればお書きください。 

 
・ 値段によるが、有料なら買わないかもしれない。 
・ 実際レンタカーでなければラリーは厳しい気がするから、レンタカー利用者はマップ割引
などとすれば良いかもしれない。 
・ クーポンのアイデアは良いと思う。 
・ 有料でも高くなければ利用します。 
・ 私が観光客ならば買ってまでは利用しないと思います。クーポンがついていなくてもお店
を知らないので、紹介だけでも利用すると思います。 
・ きつい言い方になりますがクーポン券ならばフリーペーパーにすらついているので目新し
さがないかもしれません。それならば何か下北名物の品物をつけた方がこのマップを利用す
るかもしれません。 
・ マップ自体はカラフルでとても楽しいものでした。 
・ 今は市販のガイドブックが詳しく説明してあるので,それで済ませてしまうかもしれない。
この現状を考えると、かなりのおまけ要素を加えないと購入にいたらないと思う。 
・ 今回いただいた JC のマップは下北半島がどういう街で構成されているのかがわかりやす
く示されていたので、下北にいる間中役に立ちました。また裏にかるたの読み札・絵札・解
説が掲載されていたので、下北をよく知りたい人には最高だと思いました。現在は 8ヶ所し
か札が立っていないので 8ヶ所の細かい地図を載せたとしても今のサイズで収まっています
が、44ヶ所に札を立てたらパンフレットのように本にしないと収まりきらなくなるのではな
いでしょうか。有料化するのであれば、下北かるたラリーマップの情報だけ載せるのではな
く、「下北半島旅ガイド」並みの情報を掲載して、下北半島にいる間使えるハンドブックの
ようなものにした方が観光客は手に取るのではないかと思います。かるたマップ以外の情報
量を増やし、そこに付加価値をつければ、有料でも観光客はマップに手を伸ばしてくれるの
ではないでしょうか。 
・ 有料販売なら買わない。広告を打つという概念でクーポンをいれればよい。有料販売とか
ケチくさい事いっていたら更に人がいかなくなる気がする 
・ 有料になった場合、マップの情報量により購入を検討します。有料の場合 300 円程度まで
ならば、購入を考えます。仮に、高額だったとしてもそれだけの価値が見込まれれば購入し
ます。 
・ 値段にもよりますがせめて 500 円以内で収まるなら考えます。ただ、それと別に無料のラ
リーマップを各観光施設などに設置、配布するのもいいと思います。 
・ お得感がないと利用したいとは思わない。←マップ料金＜クーポン券の総割引額であれば
利用したい。クーポン券を利用するにしても、わざわざ利用するために遠くへは行きたいと
は思わない。 
・ 青森市内（アスパム・青森駅・青森空港等）や首都圏（羽田空港・東京駅・下北沢・新幹
線車販等）での販売はどうか。 
・ ドライブのチェックスポット 
・ 良い場所が選定されているという認知度があれば、ラリーしなくとも、一箇所だけでも近
くにいい場所があるらしいから寄ってみるかということにも使える。単なる観光マップより
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面白いと思って買うかも知れない。マップの利用法を多用に、明確にすべき。 
 
 ラリーマップの有料化については賛否両論あることが分かった。有料化賛成の意見としては、
それなりの「お得感」があればよいとするものが多かった。値段の幅も 300円以内、500円以
内などといった範囲で提案が見られた。 
 一方、有料化に否定的な意見では、「けちくさい」、フリーペーパーにすらクーポンがついて
いる、というような意見が出た。都内を中心にフリーペーパーが出回っている事を考えると、
難しい点と思われる。「広告」と思ってクーポンをつければよい、クーポンより「下北の名産」
をつけたほうがよい、という提案もあった。 
 いずれにせよ、クーポンを使いやすい環境を作る（店の位置が分かる、お得感がある、他の
ガイドブックにはない付加価値）必要があるといえる。 
 
質問６ その他、「かるたラリー」について何かありましたらお書きください。 
 
・ せっかくなのでダイヤモンドの蝶が見たかった。(「ら」の札) 
・ 違う話になるが、観光客向けだけでなく、小学生向けにも行えば良いと思う。あれだけ小
学生が熱を入れてかるた大会に参加しているのだから、総合学習の一環として、小学生向け
にもラリーを考えてみてはどうでしょうか？若年層の、まちづくりに対する意識向上に繋が
ると思う。 
・ 小学生があれだけ本気になって自分の郷土な事を知ろうとしていることは、貴重な事だと
思う。この中から、次世代の下北を担う人達が出てくれば、持続可能なまちづくりになるの
ではないか。 
・ あと、個人的に道の駅を廻りたかった。 
・ 下北カルタを予め勉強していた私たちにとっては,楽しいものであったが、実際、何も知ら
ない一般の観光客にはピンと来ないものになるのではないだろうか。下北を訪れた人たちに
下北カルタに親しみを抱いてもらうことが今後のキーポイントになると思う。 
・ スタンプをおいて全部回ったら札がある市町村の特産物をプレゼントすればよい。 
・ またスタンプ交換する場所によって土産を変えても面白いかもしれない 
・ 例えば大間でコンプリートしたならマグロ T シャツであったり、東通でコンプリートした
ならかんだちめストラップなど 
・ 「かるたラリー」を行い、例えば全 44ヵ所を周ると、プレゼントなどはあるのでしょうか。
何らかのインセンティブがないと、観光地に隣接している数ヵ所くらいしか、私は行かない
と思う。 
・ また、チェックポイントに到達したことを証明するもの、例えばスタンプの設置など、は
検討しているのでしょうか。 
・ かるたラリー自体はいい案だと思います。他にいくつかの看板を回り写真を撮れば景品が
出るなどの特典があってもいいと思いました。 
・ 今後、ラリーマップにクーポン券等が付き、巨大化した際の折り畳み方として『三浦折り』
を活用してはどうか。 
・ 全部あるいは 3 箇所以上回ると何か良いことがあるといったオプションをつけてはどうで
しょうか。 

 
 ここでは、様々な意見が寄せられた。興味深いのは、地域学習にとりいれてはどうかという
ものである。下北かるた大会と連動しての企画化も一つの活用方法と感じる。 
 また、「下北かるた」の認知度を上げないと、ラリーに結びつきにくいのではとの意見も出
された。 



                  資料 3 -  77

 ラリー完走者への記念品を、交換場所で変えたら面白いとの提案もあった。ラリーのリピー
ター創出のため考慮すべき点といえよう。 
 
○下北かるたラリーの可能性について 
 上記、意見をまとめると、下記のようなことがいえる。 
 
① かるたラリーは下北地域の名所・名物を知る上で、興味深い 
② 冬季においては、トイレや土産物屋などの面で対応が必要 
③ ラリー完走者には記念品が贈られるなど、かるたラリーをおこなうための動機付けが必要。 
④ ラリーマップの有料化には賛否両論がある。いかに魅力的なものにするかが、有料化のカ
ギ。 
⑤ リピーター創出のため、季節毎のルート設定、記念品の変更など工夫が必要。 
 

 
以上 
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２）新しい観光資料（ＤＶＤ下北かるた）の購入 
① 実施計画 

ⅰ）実施体制 
  主催：むつ青年会議所 担当者：千葉 博之（理事長） 
     青森県（下北地域県民局地域連携部地域支援室） 担当者：富谷 正行 
     国土交通省東北地方整備局 
ⅱ）実施目的 
・地域の自然・文化・歴史等の地域資源が集約されている４４枚の「下北かるた」を活用した地域
活性化へむけて、印刷物（文字、画像）と比較して、臨場感が得られやすいという映像資料の特
性を活かした新しい観光資料（ＤＶＤ下北かるた）を購入し、アンケート等を通した有効性を把
握する。 
ⅲ）実施方法・内容（案） 
①新しい観光資料（ＤＶＤ下北かるた）の購入 
・新しい観光資料（ＤＶＤ下北かるた、100 部）を購入する。（２月 21 日までに、ＤＶＤのデータ
は完成させる必要がある） 
②新しい観光資料（ＤＶＤ下北かるた）の有効性調査 
・新しい観光資料（ＤＶＤ下北かるた、100部）を配布し、その有効性をアンケート等で調査する。 
ⅳ）調査＆配布対象 
・シンポジウム用（首都圏）50部 
・その他 50部（学校配布など） 
ⅴ）実施スケジュール（案） 
     １月26日（土曜日） 第１回全体会議（各種準備・１週間） 
     ２月初旬（４日の週） 新しい観光資料（ＤＶＤ下北かるた）（枠組）確定 
                ＤＶＤ（平成19年度）作成開始 
     ２月17日（日曜日） ＤＶＤ（平成19年度）データ完成 
     ２月18～20日    「下北かるた体験ツアー」：首都圏大学生参加 ＤＶＤ上映 
     ２月22日（金曜日） 発表会（シンポ）：下北 ＤＶＤ上映、アンケ200部配布 
               →（仮）「いくべし下北」発表会 
               下北地域魅力再発見セミナー開催 
     ３月16日～     発表会（シンポ）：首都圏 ＤＶＤ上映、アンケ・ＤＶＤ50部配

布 
               →（仮）「いくべし下北」発表会 
     ２月下旬～３月上旬  アンケート回収・分析（配布から半月程度） 
     ３月下旬       成果とりまとめ 
ⅴ）その他 
① 広報・案内 
・シンポジウム（下北、首都圏）参加者への案内 
・学校への案内 
・「下北かるた体験ツアー」参加者（首都圏大学生）への案内 
・その他（旅行代理店等の観光関係者、マスコミ関係者、企業・団体、観光施設等） 
② 必要作業と担当者 
・企画 
・ＤＶＤ下北かるたの購入 
・新しい観光資料（ＤＶＤ下北かるた）の有効性調査 
・アンケート実施（票作成、配布・回収、入力・分析） 
・成果品のとりまとめ 
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②「下北かるた」ＤＶＤアンケートの実施結果 

 
 
 
 
 「下北かるた」の普及と観光情報の発信を目的に「下北かるた」ＤＶＤ版（以下、ＤＶＤ）
を作成した。その試作版を首都圏在住者（大学生）にみてもらい、観光という視点からＤＶＤ
の可能性について評価をおこなった。その結果は、下記のとおりである。 
 
○ＤＶＤ全体の評価 
・ 映像の強みであるリアリティが体感できる 
・ 「かるた」だけでは想起できない情報が入っている 
・ 44 枚の札を使って下北を丁寧に紹介している。このため、この状態で残しておく価値はあ
る。 

 
 ＤＶＤの内容自体は、下北半島の魅力を丁寧に紹介しているものであり、「資料」としては
価値のあるものとの評価が得られた。しかしながら、下記のような点も指摘された。 
 
○ＤＶＤをみて気になった点 
１）ＤＶＤのタイトルがない 
 ・再生するといきなり「あ」札の説明が入る 
 ・このＤＶＤがなんなのかわからない 
 
２）構成について 
 ・ナレーションが単調 
 ・項目ごとの構成が同じ 
 ・30分間集中してみることが困難、「飽き」てくる 
 
３）映像について 
 ・感性の問題だが、こちらに訴えてくる力が弱いと感じた 
 ・単調に感じられた 
 ・ズーム映像が少ないせいか、迫力がなく、心をわしづかみにされない 
 
 丁寧に紹介しているとの評価の一方で、説明不足・変化に乏しい・単調・飽きてくるなどの
課題が指摘された。これらの改善に向けて下記のような意見が出された。 
 

「下北かるた」ＤＶＤ版の可能性について 
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○ＤＶＤを魅力的に見せるための改良点 
１）ＤＶＤの最初にタイトルを入れる 
 ・ＤＶＤの趣旨がわかるタイトルを入れる 
  （例）「かるたで巡る、旅情あふれる下北の旅」など 
 
 
２）構成の見直し 
 ・この地域がどのような場所なのかわかる映像を１～２分でまとめる 
  ※地理的状況や景観・文化を紹介することで、下北の特徴がつかめやすくなるため 
 ・五十音順の紹介を見直す 
  テーマに応じた札の紹介にして構成にメリハリをつける 
  「い」の下北観光の概要から始まり、「な」の季節の風景や「も」の伝統行事など。 
  決してあいうえお順でなくてもかまわない 
 
３）画像について 
 ・画像切り替えを工夫する 
  詠み札に対応するかるたを手でめくった際に、解説映像を写しだす、というような感じ 
  札から札への展開に際してメリハリがつくように編集する 
・ 映像アングルの工夫 
  事物に直近させ、人（住民）を多数映像にいれると「行ってみたい」と思う 
 
４）代替ナレーションの収録 
 ・下北弁のナレーション（字幕つき） 
  ナレーションの変更 
  例えば、下北弁の解説にすると親しみがあっていいのではないか（いな かっぺい風？）。 
  ＤＶＤの音声設定で選択できるようにするとよい 
  ラップ調（ＤＪ風）やミュージカル風などもあったら面白いのではないか 
 
 上記のような改良点があげられた。これらをまとめると下記のようになる。 
 

改良点 
①タイトルをいれる＝DVDの狙いをはっきりさせる 

②五十音順の見直し＝構成にメリハリをつける 

③画像の切り替えの工夫 

④ズーム映像の使用 

⑤代替ナレーションの収録＝下北弁で特徴づけを  
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また、下記のような意見が得られたので、掲載しておく。 
 
・ 下北かるたは観光名所と下北の知識の項目が混じっている 
・ 「に」札のように知識を得れば済むものがあるので、44 ヶ所すべてを回る好奇心に駆られ
ない 
・ 逆に季節限定の「え」札の能舞や「ゆ」札の田名部祭りの様子は DVD の映像で「行ってみ
たい」という気持ちになった 
・ 現在おこなわれている活気のある行事は、魅力的であり観光に強いと考える 
・ 「きらきらみちのく下北号」車内で流しても良いのではないか 
・ かるたの読み手の代わりに使うことができないか 
・ ネット配信ができると良いのではないか 
・ ＤＶＤの効果的な活用方法を考える必要がある 
 
 
「下北かるた」ＤＶＤは、ＤＶＤの特性を活かした活用方法があり、編集に工夫することで、
より魅力的な情報発信手段となるといえる。しかしながら、その発信方法は多様なチャネル
を使用して広めていく必要があると思われる。ナレーション一つとっても、「下北弁」など
他地域に向けて話題性に富んだものを使うことによって、発信能力は飛躍的に高まるといえ
る。 

 


